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＜要旨＞
製造業中小企業の新規事業開発の有望事業の見極めにおいて、技術などの資源と市場ニーズの適合をはかり利益を得られる事業コンセプトを創造する好機開発は重要なプロセスである。先行研究のレビューと事例分析から、意図した機会または意図しない機会を得て好機開発するプロセスのマネジメントについて、内的駆動力としての特別な関心、産業の知識、探索活動におけるソーシャル・ネットワークの大きさと多様性、ソーシャル・ネットワークにおける情報の在り処との信頼関係、および情報開示が得られる機会の数に正の影響を与え、機会分析・評価能力としての意図しない機会と意図しない結果に着目することが好機から好機開発する過程の制御因子となるという仮説を提案した。
